
平成２４年度 第２回 温海地域審議会

次   第

日 時 平成２４年８月９日（木）

午後３時～

場 所 温海庁舎 ６階大会議室

  [辞令交付]

１．開  会

２．あいさつ

３．委員紹介

４．会長・副会長の選出

５．報  告

（１）学校適正配置について

６．協  議

（１）地域審議会協議テーマについて

（２）その他

７．そ の 他

８．閉  会



温海地域審議会のテーマ設定について

【審議会委員からの提案】

◎日沿道・日東道に関すること

○日東道全線開通を見据えた観光施策について

○日沿道県境区間開通までの活性策と温海地域内へのサービスエリア設置活動

○日本海東北道のあつみ温泉インターまでの開通により、地域管内、各集落で想定し

ない課題等が発生した。お互い情報交換等連携できるような体制づくり。

◎防災に関すること

○空家問題について

○防災対策について

○有線放送設備改修と防災無線の大規模改修について

◎地域資源の活用に関すること

○再生可能エネルギーの導入

・森林等豊富な地域資源の活用。木質バイオマスをエネルギー源として開発、活用

し、売電も含め、地域の産業振興と雇用の拡大により活性化につながれば。

○恵まれた自然環境を自信を持って外にＰＲを。

・観光資源の発掘と特産品の開発を含めて

○農地保全組合の活用

◎生活・環境に関すること

○海岸の漂着ゴミ対策について

  ○婚活事業について

◎まちづくり・人づくりに関すること

  ○地域グループのネットワーク化について

  ○集落の活性化について

  ○婦人会等団体の活動に対する支援について

  ○健康づくりのためのスポーツ振興について

【前審議会のテーマ】

○ 地域グループのネットワーク化について

○ 日沿道開通の利活用について

○ 農林水産業の後継者づくりについて



（22～23年度）

温海地域審議会協議テーマについて

地域グループのネットワーク化について

協議テーマ① 観光イベントグループなどの個々の活動を互いに結

びつけ、連携することで新たな活力を生み出す方策を検

討する。

日沿道の利活用について

協議テーマ② 平成 23年度に開通する日沿道には 2箇所のインター

チェンジが整備される。その日沿道を利活用する方策を

検討する。

農林水産業の後継者づくりについて

協議テーマ③ 農業・林業・水産業は高齢化が進んでおり、後継者不

足が課題になっている。農林水産業の後継者や担い手づ

くりの方策を検討する。

参 考



温海地域集落活性化懇談会のまとめ

【 概 要 】

（平成 22 年度～平成 23 年度）

平成 ２４年 ８ 月

温海庁舎総務企画課
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１．自治会の運営について

（１） 自治会の組織、役員体制について

① 役員への負担が大きくなり、事業の持ち方や役員の育成が課題。

② 跡継ぎが帰ってくるか大きな課題。帰ってきたときに暮らしやすい集落に。

③ 地域の交流の場となってきた学校統廃合が進んだ場合、交流の場の確保は。

   ④ 転出入の情報が入らなくなり会員の把握が大変。

（２） 自治公民館の事業、予算について

① 自治会費。一人暮らしの高齢者などから同じようにもらうのは気が重い。

② 自治会の事業を見直し、費用を切り詰める。

③ コミセン方式と自治公方式の違い。

（例）温海地域自治会費一ヵ月 5,000 円、旧市内の町内会費 300 円。

  ※ 運営方法の違いはある。

④ 自治会費の未納者が発生。

⑤ 自治公民館方式で事業や活動を行ってきた経過がある。

⑥ 住民みんなが納得するのであれば、事業を縮小して会費を下げては。

⑦ 自治会費についてはそこに住んでいる人たちの問題。要は自治会でみんなが納得

するような形の自治会費の算定を考えていけばいい。

⑧ 小・中学校、漁港、観光に対する負担金が多い。人数が減少しても同じ。

⑨ 有線放送設備の改修について。

⑩ 施設の維持経費に閉める予算の割合が増えている。

（３） 自治公民館施設の譲渡について

① 譲渡と貸付のメリット・デメリット、判断材料となる数字的な資料が不足。

② 譲渡する時はある程度の修繕が必要。

③ 自前で整備した公民館と補助で整備されたセンターの維持管理に不公平感。

④ 大規模改修予定の取扱いは。

（４） 地縁団体の設立について

① 施設の譲渡を受けた場合、建物の登記費用など自治会の負担が生じる。

② 後世のために地縁団体の手続きをし、自治会管理の土地をはっきりさせたい。決

してセンターの譲渡を受けるためにするものではない。

（５） その他

① 配布物の当番など、高齢でできなくなってきている世帯もある。
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２．福祉について
（１） 高齢者に対する支え合い

① 集落内での安否確認をどのようにしていくか。

② 緊急連絡カードの作成。個人情報保護。どのように把握するか。

③ ミニデイ事業を始め、老人クラブが活性化している。

④ 高齢者世帯などの雪下ろしが大変だ。

⑤ 年金受給日にバスを出してほしいとお願いしたことがある。再度要望したい。

⑥ 公民館を利用した集いの場の確保。

（２） 子供に対する支え合い

  ① 見守隊の立ち上げ。

② 挨拶のできる子供を目指す。

③ 子供の気持ちが分かるよう大人も勉強が必要。

④ 子供の遊び場がない。

⑤ 通学路の歩道の除雪。

⑥ 入学を木に転出する人が増えた。

⑦ スポ少が忙しすぎる。

⑧ 海や山で遊ばなくなった。

３．防災対策について

（１） 地震、津波対策について

① 避難経路、避難場所の見直し。

② 自治会で海抜調査をし、海抜が明記されたマップを作成。

③ 地元以外の人が一目で分かるように避難場所等の表示板の作成。

④ 災害発生時に住民や要援護者の把握が出来るよう家族カードの作成。

⑤ 孤立集落にならないため新たな避難路の確保。

⑥ 現在の避難場所も危険区域。

⑦ 山や河川の管理、整備をして災害を未然に防ぐ対策。

⑧ 若い人たちがいない時の避難、援護の仕方を確認。

（２） 風水害対策について

① 指定された避難場所が安全だとは限らない。

（３） 消防団の体制について

① ＯＢから何人か再入団した。

② 日中団員がいない時の対応が心配。
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③ 婦人消防団の結成なども考えてはどうか。

   ④ 自主防災のリーダー養成が大事。

   ⑤ 婦人防火クラブの結成を検討。

（４） その他

① 防災無線の屋外塔が 1箇所なので聞こえない場所がある。

② 簡易水道のため消火栓の長時間利用が出来ない。

③ 防災無線の個別受信機が聞こえない。

④ 災害時の携帯電話がなかなか繋がらない。

⑤ 公共施設、学校等の耐震検査、補強。

⑥ 消防のホース格納庫を早く整備。

４．環境対策について

（１） 家庭ゴミについて

① ゴミの分別方法が、従来より厳しい判断をされているため少し混乱している。

  

（２） 海岸の漂着ゴミ等について

① ゴミは多くなっている。県へ依頼しても海水浴場が優先となっており、対応して

もらえない。

② 新潟の大雨により漂着物が流れてきた。

（３） 空き家について

① 防災・防犯等の問題があるので、どこに空き家があるのかわかるような資料を提

供してほしい。

② 親族に連絡しても自治会には関係ないだろと言われる。

③ 持ち主とは連絡が取れず困っている。

④ 消防に見回りをお願いしていることもあり、自治会に年間１万円を払っている空

き家の持ち主もいる。

⑤ 市では強制的に撤去等の申し入れ出来ない。温海地域だけで 200 軒以上ある。

（４） 雪対策について ＜鶴岡市地域除雪パートナーズ支援事業について＞

① 除雪機は２地区管内に３台の配備となるが、配備のない集落に必要とした時に、

即時に対応できる体制整備が必要。

② 導入時の支援だけではなく、運用にかかる人件費、燃料費についても住民負担が

増えることからその軽減策が必要。

③ 各自治会の要望に応じた機種の除雪機の配備、又は補助制度の検討が必要。
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５．生活・風習について

（１） 祭典、集落行事などについて

① 寺や神社関係の事業なども昔から続いて残っているものが多い。

② 世帯や人口が減り続ける中で、負担も大きくなってきた。

③ 教える人もいなくなり、若い世代の人たちは、何も知らない人が多い。

④ 冠婚葬祭に関することや、神社や祭典関係など本当に大切なものは、きちんとし

た形で次の代へ伝えて残していかなければならない。

⑤ 就労形態の変化などにより参加できない人が増えた。祭典の日程を検討していく

べきではないか。

⑥ 高齢者世帯では行列の役割に応じられない世帯がある。

⑦ 助成制度をうまく利用して衣装や備品を購入。

（２） 日常の買い物について

① Ａコープ等の宅配が利用できる。

② 車のない高齢者帯については隣近所で乗せたり、親戚や若い人が運転してくれた

りしているので、深刻な問題にはなっていない。

③ 日用品や食料品などが集落内で購入できない集落がある。

６．集落振興について

（１） 集落を元気づけるイベント等について

① 事業を継続、発展させていく上で、事業目的の共通認識、事業に取り組む体制が

必要。

② 特産一霞かぶの振興策として、かぶの葉パウダーの研究や焼畑体験ツアーの取り

組みを行っている。

  ③ 集落の若者が主体となって「焼畑体験ツアー」と「かぶ収穫体験」を行なった。

若者の積極的な取り組みを評価したい。

④ 「温海嶽の会」や「YUKAI」の活動をとおし、地域活性化の一役を担っている。

⑤ 観光地として何をすればいいのか？住民皆で「おもてなしの心」を共有できる取

組みができればと思う。

⑥ 浜温海海の一本松付近から温泉までの間に、カブを植えてはどうか。春に花を咲

かせることが目的。

⑦ 事業や祭でも誰かがバカになる人がいないと進まない。

⑧ 地元に昔から伝わる話がいろいろあるようで、昔話をまとめて集落活性化につな

げる方法はないのか。
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（２） 集落の活性化について

① 集落史を作ろうという話が上がったが、多額の費用がかかるとのことで、作成に

は至らなかった。若い人がパソコン入力する等で経費の削減を検討している集落も

ある。

② 「終の棲家」とするため、活力のある地域を目指すための対策が必要。

③ コミュニティ助成、補助制度を有効に活用すべきと思う。

④ 「限界集落」というだけで補助金はあるのか

⑤ 郷土史・集落史・写真集の作成。

⑥ 住んでいる人がここは良いところだと思わなければ活性化にはつながらない。

⑦ 如何にして利益を上げることができるかが活性化。

⑧ みんなが知恵を出し合いながら地域の中で利益を上げることを考えていくことが

大事ではないか。

⑨ 漁業後継者は若干増えるのではないかと思われる。魚の調理法を教えれば需要が

増えるのでは。

⑩ しゃりんは手数料が高いのではないか。そのため販売価格が高くなっている。

（３） その他

① 運動会などの地区行事への単独参加が困難。

② 携帯電話通信網の整備。災害時や日中の連絡手段としても携帯がつながらないと

不安。

７．少年会・婦人会・老人クラブなどの活動について

（１） 少年会

① 他市町村との交流事業。集落単独では困難に。

（２） 婦人会

① 一生懸命活動するとある程度の年齢になると上がりたくなる。

② 婦人会は連合会に入っていない。地域の活性化のために活動している。

（３） 老人クラブ

① リーダーが不在。

② 自治会事業として６５歳以上を対象とした会合や研修がない。研修会を企画すれ

ば老人クラブの再結成につながる可能性もある。
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８．その他

① 中央高校温海校は使用できないのか。福祉施設、体育施設等

② 集落の真ん中をＪＲ通っているため、様々な弊害が出ている。

③ 卓越した技能を持つ人を登録し観光に役立てられないものか。

④ 猿の被害は温海地域全体の問題。このままでは、畑を作る人がいなくなる。

⑤ 高速道路の進捗状況について、新潟まではいつ完成するのか。

⑥ 結婚しない人が増えている。

⑦ 「閉じこもり」「ニート」のような偏った生活をする人が増えた。










